相　続　債　務　請　求　書
令和　　年　　月　　日
被通知人
東京都●●区●●○－○－○

　故●●●●承継相続人　甲野　太郎　殿

通知人

東京都●●区●●○－○－○

丙山　三郎
本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光
冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

私は、故●●●●氏からお金を貸して欲しいと頼まれ、懇意にしている間柄であったことから、令和●●年●●月●●日、金●●●万円を、弁済期を以下のように定め、貸し渡しました。
・令和●●年●●月末日より平成●●年

●●月●●日まで、毎月末日限り

・金●●万円宛計●回払い

（但し最終回に限り金●万円とする）

私としては、友人として、少しでも協力をしようという思いから貸し渡したものでありますので、当然に利息もつけておりませんし、連帯保証人や担保なども一切求めておりません。
　そしてその後、故●●●●氏が他界したことを知り、貴殿が法定相続人となっていることが判明しました。

なお、すでに●●●●氏が他界されてから、民法第９１５条に定める３ヶ月の期間が途過し、法定単純承認行為があることから、同法第９２０条により、貴殿が相続人となっております。
　つきましては、私は、貴殿に対し、本書面到着後２週間以内に下記口座に、金●●●●，●●●円を、振込送金の方法により弁済して頂けるよう、通知致します。
なお、上記期間内に送金がなされない場合には、訴訟その他の法的手続に移行致しますので、その旨申し添えます。
もしも貴殿に弁済意思があり、改めて分割での弁済を希望されるという場合は、連帯保証人を付して公正証書作成するなどの然るべき保全措置を講じることを条件として、検討する用意があることを付記します。
また、然るべき期間での返済の目処がたたない場合には、弁護士に一任の上、訴訟や仮差押え、その他の法的手続に移行する所存であり、訴訟の場合には、元本のみならず、訴状送達の日の翌日から年３パーセントの割合による遅延損害金や訴訟費用等も付加されることになりますので、ご承知おき下さい。
以上、よろしくお願い申し上げます。
草々

　　　　　　　　　記

　　　銀行名　：○○銀行

　　　支店名　：○○支店

　　　預金種別：普通預金

　　　口座番号：１２３４５６７

　　　口座名義：丙山　三郎

　　　　　　　　（ヘイヤマ　サブロウ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
